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１
．
巨
額
の
罰
金
と

　
　

不
適
切
な
配
当
金
問
題

　

テ
ム
ズ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、
上

下
水
道
料
金
の
監
督
・
規
制
を
担

う
独
立
行
政
機
関
で
あ
る
Ｏ
Ｆ
Ｗ

Ａ
Ｔ
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス

規
制
庁
）
よ
り
、
過
去
最
高
の
約

１
億
２
，３
０
０
万
ポ
ン
ド
（
約
２

４
０
億
円
）
の
罰
金
を
科
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
下
水
処
理
場

の
管
理
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
備
に

よ
る
汚
水
の
河
川
へ
の
垂
れ
流
し

が
原
因
で
、
水
質
環
境
汚
染
を
引

き
起
こ
し
た
た
め
で
す
。

　

さ
ら
に
、
業
績
不
振
に
も
か
か

　

英
国
の
水
道
事
業
は
、
１
９
８
９
年
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
主
導
で
す
べ
て
民
営
化
さ
れ
ま
し

た
。
中
で
も
英
国
最
大
の
上
下
水
道
企
業
で
あ
る
テ
ム
ズ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、
英
国
人
口
の
約

25
％
に
あ
た
る
１
，５
５
０
万
人
の
顧
客
に
飲
料
水
と
下
水
処
理
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

年
間
売
上
は
約
25
億
ポ
ン
ド
（
邦
貨
換
算
約
４
，９
０
０
億
円
、
２
０
２
４
年
）
に
上
る
一
方
で
、

負
債
総
額
は
１
９
０
億
ポ
ン
ド
（
約
３
兆
７
，０
０
０
億
円
）
に
膨
ら
み
、
現
在
、
深
刻
な
経
営

危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
同
社
は
過
去
最
悪
と
も
言
え
る
財
務
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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2025年5⽉ ￡ 122.7M

（約240億円）
下⽔処理違反 ￡104.5M
配当⾦違反 ￡ 18.2M
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融
資
を
確
保
し
、
一
時
的
に
破
産
は
回
避
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
の
「
上
下
水
道

料
金
の
値
上
げ
」
は
認
め
ら
れ
ず
、
累
積
債
務
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
追
加

融
資
の
目
途
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

３
．
買
収
交
渉
の
頓
挫
と
再
建
の
難
航

　

米
国
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
Ｋ
Ｋ
Ｒ
は
、
テ
ム
ズ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
債
務
再
編
お
よ
び
企
業
再
建

を
目
指
し
買
収
交
渉
を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
Ｏ
Ｆ
Ｗ
Ａ
Ｔ
に
よ
る
巨
額
な
罰
金
と
政
治
的
リ

ス
ク
を
理
由
に
撤
退
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
シ
ル
バ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
エ
リ
オ
ッ
ト
・
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
主
導
す
る
大
口
債
権
団
が
、
１
０
０
億
～
１
３
０
億
米
ド
ル
規
模
の
再
建
案

を
提
示
し
、
Ｏ
Ｆ
Ｗ
Ａ
Ｔ
と
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
提
案
に
は
負
債
削
減
策
や
株
式
資

本
注
入
、
経
営
陣
の
刷
新
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
交
渉
は
難
航
し
て
い
ま
す
。

４
．
国
有
化
の
可
能
性
と
特
別
管
理
へ
の
移
行　
　
　

　

英
国
政
府
は
最
悪
の
事
態
に
備
え
、
特
別
管
理
（Special A

dm
inistration

）
と
し
て
一
時

的
に
国
有
化
す
る
可
能
性
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
英
国
議
会
の
承
認
が
得
ら
れ
る
か

は
不
透
明
で
す
。
政
府
は
「
国
有
化
は
最
後
の
手
段
」
と
明
言
し
、
ま
ず
は
民
間
に
よ
る
再
建

主
導
を
優
先
し
つ
つ
、
公
的
な
監
視
強
化
の
姿
勢
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

わ
ら
ず
、
株
主
に
対
し
不
適
切
な
配
当
金

（
１
，８
２
０
万
ポ
ン
ド
）
を
支
払
い
、
水

道
業
界
で
は
初
の
配
当
違
反
に
よ
る
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
罰

金
は
顧
客
へ
の
転
嫁
（
値
上
げ
な
ど
）
は

認
め
ら
れ
ず
、
す
べ
て
同
社
お
よ
び
投
資

家
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
現
金
使
用
は
す
べ
て
Ｏ
Ｆ

Ｗ
Ａ
Ｔ
の
事
前
承
認
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。

２
．
上
下
水
道
・
民
営
化
後
の

　

負
債
膨
張
と
危
機
的
経
営
状
態

　

Ｏ
Ｆ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
テ
ム
ズ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

に
対
し
、
２
０
２
９
年
ま
で
に
23
％
の
料

金
引
き
上
げ
を
認
め
、
そ
の
結
果
、
２
０

２
５
年
３
月
に
は
緊
急
の
30
億
ポ
ン
ド
の
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英
国
の
上
下
水
道
民
営
化
は
、
当
初
「
民
営
化
の
成
功
例
」
と
し
て
世
界
的
に
評
価
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
30
数
年
を
経
た
現
在
、
そ
の
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
債
権

者
団
体
の
主
導
に
よ
り
再
建
計
画
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
取
締
役
の
交
代
、
業
界
経
験
者
の
登
用
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
改
革
な
ど
）
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｏ
Ｆ
Ｗ
Ａ
Ｔ
が
指
摘
す
る
環
境
改

善
・
水
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
に
は
、
約
２
０
０
億
ポ
ン
ド
（
約
３
兆
９
，０
０
０
億
円
）
の
追
加
投

資
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
資
金
調
達
の
見
通
し
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ま
ま
現
状
を
維
持
し
て
い
て
は
、
顧
客
、
環
境
団
体
、
金
融
関
係
者
か
ら
の
信
頼
回
復

は
見
込
め
ず
、
利
害
関
係
者
間
で
の
対
立
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

さ
い
ご
に

　

結
論
と
し
て
、
英
国
の
上
下
水
道
民
営
化
は
、
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
「
民
間
資
金
と
ノ

ウ
ハ
ウ
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
と
効
率
化
の
達
成
」
に
は
多
く
の
課
題
を
残
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
は
料
金
の
高
騰
を
招
き
、
環
境
汚
染
を
拡
大
さ
せ
、
経
営
不
安
と
い
う
新
た
な
問
題

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
現
状
か
ら
「
英
国
の
水
道
民
営
化
は
成
功
し
た
」
と
は
言
い
難
い

と
い
う
評
価
が
支
配
的
で
す
。
民
営
化
後
の
主
な
問
題
点
と
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と

水
道
料
金
の
上
昇
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
老
朽
化
し
た
水
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
投

資
や
環
境
規
制
へ
の
対
応
費
用
が
顧
客
に
転
嫁
さ
れ
た
こ
と
や
、
企
業
の
利
益
追
求
や
配
当

金
の
増
額
な
ど
が
背
景
に
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
高
額
な

役
員
報
酬
と
過
度
な
株
主
配
当
が

英
国
民
の
強
い
不
満
を
招
い
て
お

り
、
今
後
の
再
建
に
は
透
明
性
の

高
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
公
的
監
視
の

強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

経
営
破
た
ん
寸
前
で
あ
る
テ
ム

ズ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、
英
国
の
上
下

水
道
事
業
の
将
来
的
な
安
定
と
持
続

可
能
な
運
営
を
図
る
為
に
、
財
務
の

再
構
築
、
人
的
な
コ
ス
ト
の
削
減
、

収
益
源
の
多
様
化
、
規
制
緩
和
な
ど

を
精
力
的
に
展
開
し
、
国
民
の
「
命

の
水
」
を
守
り
続
け
る
努
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
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